
務長( )向はI

テープカルトの瞬間

地域ぬ産業や観光、文化ぬ発展を
『しなの鉄道信濃国分寺駅』が開業~~ 

地域白皆さんの強い要望により建設を進めていた 「しなの鉄道信濃国分寺駅」が

完成し、 3月29日樹、しなの鉄道・市・国・県・地元町皆さん約200人が集まり、

テープカッ卜ゃくす王割りなどで開業を祝いました。

こ白駅は、上田駅と大屋駅白ほほ中聞に位置し、近くには信濃国分寺史跡公園や

信濃国分寺など白歴史遺産があります。

駅舎は、周囲由最観に配慮した木造平屋建て白落ち着いた建物で、体白不自由な

かたやお年寄りにも利用しやすいように、出入口白スロープをはじめ、多目的トイ

レやエレベ ターを設けるなどパリアフリ にも配慮しています。

また、駅前広場には、多目的広場、送迎車両停車帯、障害者用駐車場 (2台分〕、

駐輪場 (80台分)などを設置するとともに、駅南側には月吉め駐車場を設け、 パ

クアンドライド白促進を図勺ています。

市では、この駅をたくさんの皆さんに刺用していただき、地域の産業や観光、文

化白発展につなげていければと考えています。

容の香りがただよう季節です。長い歴史と食重な文化財があるこの地域にちょっ

と足を伸ばしてみませんか。

~利用者の声~

竹重直子さんはR 左の写真)

駅舎の格子の感じがとても良いですね。

木の温もりが感じられ、国分寺町歴史に

調和していると思います.

子どもが市直地の塾へ通っているので、

とても恒利になりました。私も、ショッ

ピンクやコンサートに行くとき倍、 ぜひ

利用したいと思います。

また、バリアフリ にも配慮されてい

て、お年寄り在ピにやさしい駅ですね。

ただ、大屋に住んでいるかたが、「大

屋駅北側町人は、輔路を誼るのにとても

不恒なので、南北自由通路があれば良い

のに」と曹っていました。

この駅ができたことを つのきっかけ

として、沿輔の利恒性在どをもっと高め

ていlブぱ、利用者がどんどん増えるので

はないでしょか.
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今
回
は
平
成
日
年
度
に

な
お
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
る
経
費
の
削
減
額
は
、
約
5
憶
8
0
0
万
円
と
賦
揮
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
ロ
年
度
削
減
額
約
7
0
0
0
万
円
と
、
平
成
ロ
年
度
取
組
項
目
で
平
成
悶
年
度
に
も
引
き
続
き
節
減
効
果

が
表
れ
た
約
5
9
0
0
万
円
を
加
え
る
と
、

2
年
間
の
削
鴻
額
の
合
計
は
約
6
億

3
7
0
0
万
円
と
鼠
算
古
れ
ま
す
.

1地方分権時代に対応した体制の整備

情級公開碕求件数26件

川辺町公園益備に際し、地llII住民に
緩しまれるA置とするためワークショッ
プを6回開催.li!べ174人怠加

ø工事の入札予定 ・ 結果O)~褒

骨附属1111への公事委員 ・女性
重員の修吾推進

骨ボランティアの青成と活動の
媛進

①情額公開制度の円滑な軍用

骨附.1・関会慢の公開要領の
策定会緩概要の公表

⑦住民が司匹業の計画段階から
省惨画するワークショップの
聞値。

納税組合・国保憶力会国民年金也
力会 ・下水道負担金納入組合を廃止

削減見込額';'2.2田万円

効!Ilitを回るため、
ユアルを作成

量殿こども館[畳殿保育園のー劃 ・
中塩図こども鎗(中塩田小学絞敷地
内} 川西こども鎗(111西公民館隙
僚の旧教員住宅} ・塩図萄こども鎗
(淘図画小学後特別教室)

削減見込額，;"叩万円

削議見込額.d974万円

収納額1，866万円

2事務事業の見直し

<B>施段を有効活用したこども餓
の聞股

O 

削誠見込額ム257万円

E県鎌保全意践の高鍋 事務事業の見
直し

削議見込額6.1.7制万円

削減見込額';'62万円<B>可継ごみ収集業務の全面畳民

⑪総合行政案内窓口のー古都聾庇

る

⑪補助金の廃止 ・縮小

[2] 

3時代に即応した組織・機構の見直し



上岡市自治会連合会主催
市町村合併を考える地区懇麟会

上田市自治会連合会 (圃@4100困1359)

よ田市自治会連合会では、市町村合併

について地域国皆さんに情報を提供し、

考えていただく機会をつくるため、地区

単位ごとに合併懇談会を行います。

市町村合併についての皆さんのご意見

をお聞かせください。

対象地区外のかたでも、自由に重量加で

きます。

・市町村合併を考える地区懇鮫全日程

5月23日
上公野民が館丘 神科

(木)

5月30日
上回創造館 川辺

(木) 泉国

6月25日
西部公民舘 首都(火)

6月(木2)7日 中央公民館

7月2日 塩尻地区 塩尻
(火) 公民館

7月4日
中央公民館 中北央部・

(木)

7月9日 午後7時西塩回会館 酋塩図
(火)

7月11日 9時 |川西公民館 |川西
(木)

7月(火16)日

7月18日
(木)

7月25日
(木}

7月30日
(火)

7月31日
(氷)

[3] 14.5.1 

塩田公民館 |中塩図

綾南公民館 |織下

4定員管理と給与の適正化の推進

横計画民放(人の〉，R(人人)数

~口H(4基ム112 準4斗4川¥1引川 1.052 11.0521 
a;平成15年4!l1
磁日までに回受のl‘ IIH12.4.，I，，040 11.0401.612 
員削定援を目標正

計る醐 園 駅
1.029 1.016 

化函の推進

1.019 1.007 

単年度剛j誠
人件麹

ム8，810万円

() 
5行政の情報化の推進と窓口行政サービスの向上

こんな実績・効果がありました

骨市民サービス向上推進
月間の実施

業経質削滅舗の計鱒方法

ンケ トの実施など、祭週等の

昨年の広報うえだ5月1臼号では、平成12年度の取り組みによって翌年度に削

減効泉が表れるものも平成12年度分に含めて印したため、削減効果額を4億 ( I 

7.凹0万円とお知らせしましたが、今回1<1実際に経質が削減された年度に金額を
計上しているため、数値が霊わっています。

ご意見・お問い合わ廿は

総務課行政管理係(固③5332)まで

-_.. ti ~規医，上田市学校給食センター運富審議会委員
司副F 第二学校給食センター (II1II⑧1287)

b応募資格 市内(E住の20成以上75雌末満のかた (公
算白fj法により審議会へ事両できるのは、ー人一審議会

まで) 1>募集人員 loY. 1>任期 6月 1日~千成16

年 51l31n 1>審蟻会の内容 学校給食セノター由連常
について、調査 ・審議をしていただきます 1>応募方法

所定の申込書 (第二学校給宜センターにあります)に

「学校給虫センター給立に期待するもの」と題したレポー

ト ω00字以内 ・舟式白由)を添えて、第二学校給企セ

ー/ターに提出 1>鱒め切り 5月21日ω1>その他 レ
ポートと耐接により決定させていただきます
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告
物
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内
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観
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す
る
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に
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野
県
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広
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が
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さ
れ
て
お
り
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の
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で
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を
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ま
す
。

市
で
は
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ど
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が
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ら
れ
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し
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・
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築
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築
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な
ど
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回
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図
書
照
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を
、
新
た
に
屋
外
広

告
物
の
規
制
地
域
に
指
定
し
て
い
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こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
説
明
会
、
広
報
う
え

だ
な
ど
を
過
し
て
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
且
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
県
へ
意
見
曹

を
拠
出
し
た
と
こ
ろ
、

4
月
l
日
か

ら
上
回
都
市
環
状
線
沿
い

〔上
塩
尻

車
交
差
点
か
ら
上
旧
大
橋
を
渡
り
南

下
し
た
南
部
消
防
署
前
ま
で

・
上
白

地
図
書
阻
む
の
両
側
各

l
o
o
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内
が
看
板
類
の
禁
止
地
域
@
に
、
ま

た
浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン
沿
い

(神
里
橋

か
ら
東
部
町
境
ま
で
・
上
の
地
図
書

阻
む
の
両
側
各

l
o
o
m以
内
が
看

恒
類
の
許
町
地
域
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と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
残
り
の
検
討
路
線
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
や
ご
質
問
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
都
市
計
画
課
量
観
係

ま
で
お
脊
せ
く
だ
さ
い
。

-屋外広告物規制図・

揖制区間

規制
対象退屈

(塗t)::>ir.してある鶴分が錦町地織です)

。
屋
外
広
告
物
禁
止
地
場

禁
止
地
域
で
は
、
原
則
と
し
て
、

屋
外
広
告
物
の
設
置
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
自
己
白
営
草
内
容
な

ど
を
、
自
己
白
営
業
所
内
に
表
示
す

る
も
の
は
、
叩
d
ま
で
設
世
で
き
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
、
貸
し
看
板
(
野
立

て
看
甑
)
な
ど
は
設
置
が
で
き
ま
せ

ん
。こ
れ
ま
で
も
北
陸
新
幹
線
・
上
信

越
自
動
車
道
ゃ
、
上
回
バ
イ
パ
ス
申

蛇
沢
大
橋
か
ら
長
野
計
器
附
近
く
ま

で
と
、
近
隣
で
は
東
部
町
以
東
の
浅

間
サ
ン
ラ
イ
ン
、
丸
子
町
以
東
の
千

曲
ビ
ュ
!
ラ
イ
ン
な
ど

(上
白
地
図

書
阻
)
由
沿
線
が
こ
の

「禁
止
地
域
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

@
屋
外
広
告
物
許
可
地
域

許
可
地
域
は
、
自
己
営
業
所
内
に

設
置
す
る
、
自
己
用
問
d
ま
で
の
広

告
物
を
除
い
て
、
事
前
に
市
へ
許
可

申
申
舗
を
し
て
か
ら
広
告
物
を
設
世

し
て
い
た
だ
く
地
域
で
す
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
県
内
統

一
白
屋

外
広
告
物
許
可
基
準

(主
に
大
き
さ

と
色
使
い
)
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
許
可
申
請
の
際
に
は
酎
可

手
数
料
の
納
付
が
必
要
で
、
新
設
の

時
と

3
年
ご
と
の
許
可
更
新
白
際
に

も
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も

一
部
の
市
街
地
を
除

く
国
道
路
号
や
、
上
回
バ
イ
パ
ス
の

う
ち
長
野
計
器
仰
の
近
く
か
ら
上
塩

尻
車
交
差
占
ま
で
な
ど

(上
白
地
図

書
照
)
白
沿
線
が
こ
の

「許
可
地
域
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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高速道関連事業として、平成5年度から事業を進め

てきた市道殿城上野線が、 4月1日間)に供用開始とな

りました (ただし、上信越自動車道4車線化工事白た

め、殿城側由一部区間については、しばらくの問迂回

干曲川の上田市大属地籍と丸子町石井地籍を述絡す

る大石織は、昨年9月の台風15号による千曲川白増水

により橋脚 li革と上部工2怪聞が被災し、現在通行止

めとなっていますが、被災桂上岡市と丸子町で協犠し

た結果、全面的に新橋に架け替えることに江りました。

現在、新橋の架け替えに向けて、必要な河川管理者等

関悟者との協議を進めています。

となります。また、ロ マン矯周辺は、工事車両が出

入りします白で保員の指示に従い、通行にはじゅうぶ

ん注意してください)。

この路線は、国道144号から県道下原大屋樺車場線

までを結ぶ既存の市道伊勢山下郷線に代わる幹線道路

として新設された道路で、通学路としての安全確保が

図れるとともに、地域間交通 (通勤等)の利便性田向

上がおおいに期待できます。また、ローマン橋の真下

を通ることから、橋を一望に見渡すことができるとと

もに、途中には神川白水の流れが反響して聞こえる

「ミステリースポットJがあります。
事業の推進にあたりご協力いただいた関係者の皆さ

んに心からお礼申し上げます。

なお、ご不明な点は土木課(固⑮8242) ・管理課

(園田富5125)

行ができるようにLます。

昨年度には旧橋の撤去工事が完了しました。今年度

は、渇水期 (11月-3月)になりましたら下部工 (橋

脚と橋台)の工事を始めます。上部工は来年度に工事

を進め、平成16年度4月白完成を目指します。

完成まで利用者の皆さんには、たいへんご不便 ・ご

迷惑をおかけしますが、早期完成を目指して努力して

新しい橋は、延長194.6m・幅貝 8mの計画で、完 いきますので、ご理解をお願いします。

。

成桂は、大型車は通行できませんが普通車は相五通行 なお、ご不明な点は上田市土木諜(固ゆ8242)・丸 l

ができます。また、接行者の通行帯を確保し安全に通 子町土木課(回@3100)までお尋ねください。 I ()  

県により建設が進められている、主要地方道上田丸

子線築地下之郷パイパス白第三期工区 (1.6km)のう

ち、国道143号宮島交差占から上回南部消防署までの

0.9回が、 3月29日働に開通しました。

これにより、既に開通している国道路号上田坂城パ

イパスや国道143号築地パイパスと直線的に接続され、

よ回都市環状道路の一部として地域交流をより促進で

きるものになりました。残る上回南部消防署から県道

庫教掛別所上回線までについては、平成17年度開通を
目指して整備が進められます。

完成までしばらく白問ご不恒をおかげしますが、安

全で利便性の高い道路建設にご理解・ご協力をお願い

します。 なお、ご不明な，~は土木課(匪自由8242) まで

お尋ね〈ださい。

[5] 14.5.1 



『
変
わ
る
世
に

変
わ
ら
ぬ
信
頼

水
道
水
』

第
糾
回

6
月
1
日
出
i
同
7
日
働

「
水
道
週
間
」

上
田
市
の
よ
水
道
は
、

1
9
2
3年
(
大
正

η
年
)
に
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
、
干
曲

川
畔
の
泉
町
の
水
源
地
か
ら
染
屋
浄
水
場
ま
で
ポ
ン
プ
揚
水
し
、
約
2
万
人
の
市
民
に
水
道
の
水

を
供
給
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
周
辺
町
村
の
合
併
等
に
よ
り
給
水
区
域
の
拡
大
、
都
市
化
現

象
に
伴
う
人
口
の
増
加
、
産
業
の
発
展
、
下
水
道
の
整
備
止
ど
に
よ
り
、
水
の
需
要
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

現
在
上
田
市
に
は
、
市
営
水
道
と
県
富
水
道
(
塩
田
・
川
西
地
区
白
一
部
〉
が
あ
り
‘
そ
の
う

ち
、
市
営
水
道
の
区
域
内
給
水
人
口
は
約
叩
万
2
7
0
0入
、
給
水
世
帯
数
約
3
万
9
6
0
0世

帯
に
立
っ
て
お
り
普
及
率
は

ω・
9
%
で
、
一
日
平
均
約
4
万
2
0
0
o
d
の
水
を
各
家
庭
や
事

業
所
在
ど
に
送
り
続
け
、
市
民
の
暮
ら
し
と
都
市
町
発
展
を
支
え
て
い
ま
す
。

引
世
紀
は
「
水
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
、
本
市
は
平
成
句
年
に
通
水
閃
周
年
在
迎
え
ま
す
。
上
下

水
道
局
で
は
貴
重
写
水
資
源
を
後
世
に
引
き
継
く
た
め
、
引
き
続
き
水
の
安
定
的
供
給
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
安
全
な
水
道
を
築
き
続
け
る
た
め
の
楕
盤
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

t:J 694 

[6 ) 

山 (国立天文台宇宙電波観測~) -佐久

，fj- ~聞 b定良市民のか担部名 E応
募者多散の場合は拍混とし、結果は返信

はがきでお知らせします) 炉申し込み

往復はがきに、①住所島氏名 @年

齢ほ電話番号を記入し、 5月17日樹

("j 11消印有効〕までに 1:111 市tド水道
局常盟課 r源流探訪」悟(〒386-8601・
1: 1II，Ii :A:手 1-11-16)へ。はがきは、
I人またはグループで l住までとし、グ

ループでの，'，L込みは、 5人までとしま

す(グループの申し込みは、全員の氏名

曹を記入) [>持ち物持虫、雨u[> 
S加費 1000何[>主値 上副市k下水
辺吋 [>問い合わせ 官:l!晶(置同意41曲

目1852)

14.5.1 

山製県境に連立る甲武信ヶ岳、国師岳、

金峰山Eど、 2500m級の山々からの，膏水

を集め、飲料水、農業用水、発電にと多

方面に活用される千曲川は、よ田市民に

とってかけがえのEいものであり、その
変化に富んだ景観美は、私たちのむのふ

るさとでもあります。

今年も水道週間にあわせて、 T曲川の
源流を訪ね、大自然に接する中で水の大

切さ、自然保護の重要性を改めて考えて

みたいと患います。

bとき 6112111111午前8時30分111斑
C'r'UIJ 8時市役所前抱合) [>コース

上回~望月町~杭久，1;(午前10時ごろ、
以梓寺体強)-小海町~川上村(，1 午ご

ろ、金峰山渓梓付近世軍 o.f1'宜)-野辺

「
ろ
過
」

市
営
水
道
で
は
、
千
曲
川
と
そ
の

主
流
白
神
川
の
水
を
水
源
に
し
て
い

ま
す
。
こ
白
水
源
か
ら
取
り
入
れ
ら

れ
た
水
は
、
石
舟
と
染
盛
田
浄
水
場

へ
と
導
か
れ
ま
す
。

浄
水
崎
で
は
、
小
さ
な
ご
み
や
泥

さ
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
水
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
つ
く
ら
れ
、
ど
こ
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
の
で
し
?
っ
か
。



益金4・プラスチック類を

，g日e再開?比三官!?
以外四他のごみや、汚れ申あるものが混

ざると、図形燃料の原料として利川でき

なくなります。現状では処理に適さない

ごみがたくさん混ざ勺ており、こ白まま

では処理に支障が出ることも考えられま

す。

美しい自然環境を守り育てていくのは、

私たちです。プラスチック類は、汚れを

取り除き、いままで以上自分別白融底に

ご協力をお願いします。

白
ほ
か
徹
生
物
も
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
る
、

「
緩
速
ろ
過

(
か
ん
そ
く

ろ
か
)」

と
い
う
方
法
に
よ
り
、
水

が
時
聞
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
ろ
過

さ
れ
、
安
心
し
て
飲
め
る
き
れ
い
な

水
が
、
わ
た
し
た
ち
の
家
庭
に
送
ら

れ
て
い
ま
す
。

hv 
こ
ん
な
も
の
ま
で
理
ぎ
っ
て

い
ま
す

市では、これまでプラスチック類は、

燃やせないごみとして下室賀最終処分場

に埋め立てをしてきました。

しかし、ごみの排出量の増加により、

このままいくと平成18年まで申畳終処分

場四纏め立て完了予定が早まる恐れがあ

ります。

そこで、最終処分場の延命化を図るた

め、また買源白有効利用を図るため、 4

月からプラスチック類を困昨燃料として

再生利用する取組を始めています。

しかし、再利用可能なプラスチック類

hv 
漬
綜
に
近
づ
〈
下
宣
理
面
後
処
分
場

今
年
も
、

6
月
l
目
白
か
ら
問
7

日
幽
ま
で
、

「
変
わ
る
世
に
変
わ

ら
晶
信
頼

水
道
水」

を
ス
ロ
ガ

ン
に
全
国

一
斉
に
節
制
回
水
道
週
間

が
行
わ
れ
ま
す
。

分別方法は、今までと変わりません。燃や廿

砕いごみのうちのプラスチック類として集積所

に出すことができますが‘これまで同様、次の

点に特にご協力をお願いします。

立お、燃やせ立いごみの日に、プラスチッタ

ごみ、有害ごみ、その他ごみに分けて出すよう

に立っています。集積所には、それぞれまとめて出してください。

.プラスチックごみ以外のごみが混ざらないようにしてください。

特に次の点にご注意をノ

①金具・金属ねじなど、プラスチック以外のものは取り除いてください。

②卓上コノロ用ガスボンベ ・スプレー缶等が混ざっています。危険ですから、絶対

に出さ伝いでくださも、ロ

・汚れをよく取り除いてください。

特に、マヨネーズ ・ソース ・ケチャップ等白賞品容器はよく洗ってくださL、。

']弓Z干守q頬防
~~CJ;うに出しτ<~拾いお1

毎
日
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
水
、

い
つ
で
も
き
れ
い
で
安
心
し
て
敢
め

る
水
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

水
道
週
間
を
健
全
に
か
け
が
え
の

な
い
水
、
大
切
な
水
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。の泊

ル

盛
岡
管

[7] 

紛争議

笠…器鳴F

司V斑剤曹器

級選議
，‘E腐卵

117& のパック
&晶f‘ラップ類

.ril dt:ブラシ
企ブラスチック割のふた

14丘1



• 花いっぱいのまちづくり~アダブトシステムを実践しています~

都市計画課 <IIII回~512η ・公園緑地謀 <_ 5134)

3月31日間 下本郷地区花と緑の街づくり協議会では

アダブトシステム(地場住民が道路の世話役として歩道

の膚掃や道端の花壇の手入れEどを":(1'う制度)に基づい
て、約50人が欝加してバイパス沿いの花壇にパンジ約

600樟を植え、歩道の一斉;肩滑に汗を流しました。

丹誠込めて種から育てら札た色とりどりの花が、道行

く人の目を楽しませてくれます。

発
明
也
会
長
野
県
支
郁

圃
0
2
8
'
2
2
8
1
S
E
E
-
}

マ
と
き

5
月
9
日
冊
、

7
月

u

日
閥
、

9
月
四
日
捕
、
日
月
7
日
閥
、

来
年
l
月
9
日
開
、

3
月
6
日
附

マ
と
こ
ろ
上
回
商
工
会
議
所
マ

相
談
時
間

午
桂
1
時
1
4
時

-
パ
ソ
コ
ン
基
本
撮
作
コ

l
z

(
苫
ヨ
色
。
芸
品
帽
)

マ
と
き

5
月
M
日
開
午
桂
l
時

初
分
3
4時
マ

対
車

パ
ソ
コ
ン

初
心
者
マ
定

員

凶

名

守
受
講

料

1
5
0
0円

-
維
で
も
簡
単
ノ
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト

入
門
(
主
主
aogω
機
)

マ
と
き

5
月
幻
日

ω午
桂
l
時
O 

初
分
1
4
時

マ

対

象

パ
ソ
コ
ン

初
心
者
マ
定
員
凶
名
マ
受
講

料

1
5
0
0円

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
調
座

(
2
5
a
o
e
a
m機
)

マ
と
き

5
月
お
日
出
午
睡
I
時

加
分
1
4
時
卯
八
万
守
対
量
イ

ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
験
者
マ
定
員

同

名

マ

受
情
料

2
0
0
0円

-
世
界
中
白
人
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
〆

電
子
メ
ー
ル
入
門
(
主
-
コ
号
電
紛
纏
)

マ
と
き

5
月
沼
田

ω午
桂
l
時

加八万
1
4
時

マ

対

象

パ
ソ
コ
ン

初
心
者
マ
定
員
同
名
マ
受
講

料

1
5
0
0円

生
活
環
繍
陳
嗣
晴
山
W
R
e
'
2
0
}

マ
と
き

5
月
幻
日
側
午
盈
l
時

卯八万
1
3時
加
分
マ
と
こ
ろ

上

回
什
同
庁
舎
講
堂
マ
内
容
講
演

「思
賀
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
に
」
(
講
師
神
奈
川
大
学
法
学

部
教
授
・
石
川
正
英
さ
ん
)

マ
欝

加
料

離

料

マ

申
し
込
み

5
月

日
日
嗣
ま
で
に
生
活
環
境
課
へ

E
R

野
県
住
宅
供
給
公
社
分
担
額

薗
0
2
6
』

f
i
-
-

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

(随
時
募
集
)。

な
お
、
浦
野
南
団
地
で
は

5
月
口

日
幽
か
ら
同
却
日
側
ま
で
、
公
社
職

貝
が
現
地
案
内
を
行
い
ま
す
。

浦野南団地
JKタウン
益久保

571&画

平淘30601
(92鐸)

平均1079万円
(倒4万円~
1304万円)

平均261"..， 
(79坪)

平鈎1328万円
(1149万円~
1770万円)

18区画募集区画

土地面積

土地価額

上
回
市
島
弾
実
鍾
セ
ン
タ
ー

雇
昔
胃
嗣
盟
申

5
'
2
2
)

主
図
現
地
区
曽
鴎
活
性
化
慣
民
金
(
J
A
慣
州
う
え
定

よ
園
東
省
・
セ
ン
タ
ー
闘
窃
0
7
4
0
)

上

m市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

腿
車
田
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
、
腿
作
撲
の
サ
ボ
!
タ
を
探

し
て
い
ま
す
。

作
業
の
主
な
内
容
は
神
科
、
載
型
、

上
回
、
神
川
、
殿
峡
地
域
の
り
ん
ご

・

( 

ぶ
ど
う
な
ど
由
果
樹
作
童

(畳
粉

-

y

・・
摘
果
、
巨
峰
の
房
切
り
等
)
や
、
花

作
業

(花
苗
田
植
え
付
け
等
)
白
お

手
伝
い
で
す
。
活
動
は
5
月
中
旬
か

ら
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
説
明
会
を
5
月
日
日
側
午

桂
l
時
却
分
か
ら
J
A
信
州
う
え
だ

川
東
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

[B] 14.丘1

一ホ
1
A

『
ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
」
入
所
者
穆
集

J

A
信
州
う
え
た
本
所
内

ロー
マ
ン
う
え
だ
開
軍
備
貧

血
潜
4
0
4
0
)

マ
入
所
資
格
介
護
保
険
で
要
介

護
度

1
1
5
の
留
定
を
受
け
て
い
る

か

た

マ

申
し
込
み

J
A
信
州
う

え
だ
各
支
所一
軍
口
に
髄
え
付
け
白
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

〒
3
8
6
8
6
6
8上
田
市
大
手

2
1
7
l
m
-
J
A
信
州
う
え
だ
本

所
内

「
ロ
l
マ
ン
う
え
だ
開
設
準
備

室
」
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

(申

込
方
法
は
郵
送
の
み
と
な
り
ま
す
〉

丸
写
町
位
渇
保
健
繍
祉
鴎

嗣
盟
申

i'SE圃
骨
'
'
2
2
)

マ
と
き
毎
週
月
晦
日
午
桂
7
時

1
9時
(初
回
は
5
月
幻
日
開
午
睡

7
時
3
)

マ
と
こ
ろ
丸
子
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(丸
子
消
防
署

横
)

守
対
量

上
小
地
壇
に
お
住



ごみの持ち帰りに
ご協力ありがとうございました
上回城跡公園は、 4月 1日からごみ箱を撤去し、ごみ
は持ち帰っていただくことになりました。今年は例年に

なく早い古花見となりましたが、公園に来ら札た皆さん

に「自分のごみは自分で」持ち帰っていただいた結果、

ごみの量は昨年の10%にまで減生しました。

また、お花見期間中のいちばんごみの幸い4月6日出

から同8日開までの 3日間は、的140人のボランティア

が片付けを行いました。ご協力ありヵ、とうございました。

-・・・iii1::I~杭酔相[QU町恵三園・・

平成14年地価公示発表

ぐ】

ま
い
の
か
た
マ
受
講
回
数

全
羽

田

マ

受

講
料

5
0
0
0
円
(
テ

キ
ス
ト
代
官
む
)
ヤ
申
し
込
み

5
月
日
日
附
ま
で
に
丸
子
町
役
場
保

健
福
祉
諜
へ

イ
ズ
・
家
庭
看
護
法
講
習
な
と
マ

対
象
者

防
歳
以
上
の
か
た
マ
定

員

先

着

釦

名

マ

参

加
料

無
料

マ
申
し
込
み

電
話
で
5
月
初
日

閉
ま
で
に
福
祉
課
ヘ
マ
そ
の
他

昼
企
は
福
祉
課
で
用
意
し
ま
す
。
パ

ス
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

( 

料

マ

申
し
込
み

5
月

M
日
掛
ま

で
に
、
最
寄
り
の
消
防
署
ヘ
マ
そ

の
他

受
講
さ
れ
た
か
た
に
は
瞳
了

涯
を
発
行
し
ま
す

日
本
赤
+孝一位置
m
野
県
支
郡
上
園
南
地
区
・

上
里
m赤
+
宇
・
仕
団

(
福
祉
際
問
岡
署
5
1
3
0)

マ
と
き

5
月
初
日

ω午
前
凶
時

却
分
1
午
後
2
時
泊
分
(
午
前
日
時

か
ら
受
け
付
け
)
マ
と
こ
ろ

中

央
公
民
館
マ
内
容

健
康
チ
エ
グ

ク
・
ス
ト
レ
y
チ
体
操
・
救
急
法
講

習
・
バ
イ
キ
ン
グ
昼
食

・
赤
十
字
ク

このほど国土交通省から平成14年の地価公示が発韮さ

れました。

地価公示は、都市計画区域の各地域で標準的な使われ

方をしている土地を選んで、そ由適正価格を公表し、県

が行う地価調査(10月ごろ発表)とあわせて、一般の土

地を売買する際の目安にしていただくものです。

管理課(市役所4階)、各支所、市立図書館で閲覧で

きます。

・平成14年地価公示結果

関 000円

管理課庶務用地係(回@5125)

練場地的所在・勉番 ・住居表示

緑が丘3丁目刀8番11
「緑が丘3-Z1-ZJ
大手1丁目5298奮1
「大手 1-3-11J

大字御所字下辻211蓄8

緑が丘1丁目3371醤19
「緑が丘 1-6-1J
常盤城3丁目1731番10
」坦旦と旦iよ
大字歓和字石ノ町575醤 7
常入 1丁目1052番 7外
f常入 1-7 回J
大字上国原字谷口8由香6
1:þ~IT盲百石吾百亡7耳

「中~1-3-7J

中扇T函市冨E耳
旦主主ニ土二型
E料提函 1丁目3523番 5
f中央西 -15-30J 

大字上凶字馬銅免1823蓄1外

常国JP担号j I 1阻醐円 I1削 00円
誤認価格ほ平成14寧 1~' 日現在の練場雄'"'当たりの単価です.

住宅地

些

95∞0円
平成''''

住宅地

住宅地

131，OOC円

79，30C円

122，000門

76，5∞円

住宅地100，000円93.∞0円

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
応
急
手

当
の
伎
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
っ
。

マ
と
き
5
月
お
日

ω午
佳
2
時

1

5

時

マ
と
こ
ろ

上
回
東
北
消

防
署
2
階
会
議
室
マ
受
講
料

無

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

商費量地

商業地

商業地

商業地

商業地

91.400門

77，900門

関 600円

12.3∞内
347，0∞円

219，OOC円

188，000円

155，∞0円

87.岡O円

73，6∞円

84ω0円

70，2叩円

300，∞0円

181∞附向

171，∞0円

140，ω0門

上回市計
五
議
僧
祉
協
蟻
会
内
ポ
多
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

自
叫

@
2
8
2
9
)

マ
と
き
5
月
沼
田
1
7
月
M
日

目
毎
週
水
曜
日
午
桂
l
時
1
3
時

(
全
日
回
を
予
定
〉

マ
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
稲
祉
セ
ン
タ
ー
マ
内
容

朗
読
奉
仕
に
必
要
な
知
識
な
ど
を

学
び
ま
す
マ
対

象

市

内
在
住
で

毎
回
出
席
で
き
、
終
了
桂
活
動
の
で

き
る
か
た

守
定
員
先
着
目
名

マ
受
講
料
無
料

(
教
材
、
テ
キ
ス

ト
代
は
実
質
)
マ
申
し
込
み

5

月

9
日
同
か
ら
同
日
日
附
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
会
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
ま
で

中
央
公
民
館

嗣
岨
骨
0
7
6
0
)

マ
と
き
5
月
凶
日
開
1
同
四
日

間
午
前
9
時
1
午
後
5
時
(
最
終
日

は
午
桂
4
時
ま
で
)
マ
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
マ
内
容

洋
画
・
日

本
困
・
宜
英
・
曾
遊
・
彫
刻
・
俳
画
・

工
芸

・
生
花
の
作
品
展
示
マ
入
場

料

無

料

マ

そ

の

他

表

彰

式

を

5
月
四
日
脚
午
桂
2
時
か
ら
実
施

よ
干
水
道
局
曽
鎌
蝶

嗣
盟
申
1
3
・1
3
)

昨
年
度
か
ら
新
た
に
下
水
道
の
使

用
が
開
始
で
き
る
区
域
が
4
月
l
日

付
け
で
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
使
用
可
能
に
な
っ
た
か
た
に

は
既
に
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
が
、

主
な
区
域
は
神
科
地
区
、
城
下
地
区
、

川
辺
・
泉
田
地
区
な
ど
の

一
部
で
、

約
1
5
0
0
戸
が
使
用
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
下
水
道
の
普
及
率
は
公
共

下
水
道
が
岨
・
9
%
、
農
業
集
落
排

水
施
設
が
ロ
・
7
%
白
合
計
四
・

6

%
に
な
り
ま
し
た
。

こ
白
区
填
白
図
面
は
、
上
下
水
道

局
営
業
課
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

-
水
洗
化
ヱ
事
は
一
日
も
早
く

使
用
可
能
に
な
っ
た
区
域
自
皆
さ

ん
は
、
法
令
に
よ
り
告
示
の
日
か
ら

6
か
月
以
内
に
台
所
・
風
呂
・
洗
面

所
な
ど
の
排
水
を
公
共
下
水
道
に
接

続
す
る
た
め
の
工
事
を
し
て
い
だ
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
(
ト
イ
レ
由

水
洗
化
に
つ
い
て
は
3
年
以
内
)
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
建
設
工
事
に
ご
協
力
を

下
水
道
本
官
の
布
設
工
事
な
ど
に

よ
り
、
関
岳
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
通

行
止
め
な
ど
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

14.丘1[9] 



月
刊
目
出
か
島

全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

「宝〈じ助成」で
花いっぱいのマレットコルフ婦に
公園緑地諜 (阻庖51剖)

仁吉田新池マレットゴルフ場一帯を、花と緑あふ

れる空間にするため、倒自治総合センタ の宝くじ

助成(緑化推進コミュニティ助成事業)を受け、レ

ンギョウ、ユキヤナギ、コデマリなどの花木をたく

さん植えました。

おおぜいの市民の皆さんのご利用をお待ちしてい

ます。 昨年5-6月に旧宜教師棺<JUII!羽原周子且泉上回受種

協栄担金衆国棺(笠原工業〕などでロケされえ映画 fおようj

〈朋患部夫監脅作品〉が、 5月 11日(付から全回目喋画障でよ暁

されます.この明盗は、竹え夢二生誕120周年担金昨晶として

魁揮され ベレヱダ〆サーの韓川省也さ九(写真右〉をはじめ

竹中直人3九里見浩太朗3九岩谷，.. 脅さ九(写真左)など

が多も賀しています.よ困ロケでは憧洲よ困フィJCムコミン〆ヨ
ンが製作を文媛し、市民の官さ九約40人毛エキスドラとして参

担」ています..r竹虫'ニ属と映画「畠ょうJ写真展J(撮審 立木義語さん)
1>とき 5月17U樹~同19U倒11>ところ 常凹鮪(世間E
:l!) 1>入塙料無料1>主催映l可およう l製作要民会

1>問い合わせ f，j州 r.1l/フィルムコミツンヨ〆 (IIID#同08)

雨
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど
マ
申

し
込
み
神
川
地
区
公
民
館
、
上
回

ウ
ォ
i
キ
ン
グ
協
会
事
務
局
、
醐
上

田
市
体
育
協
会
ま
で
マ
そ
の
他

書
加
者
全
日
に
記
念
品
贈
呈

長
野
行
政
評
価
事
務
所
と
市
で
は
、

「一

日
合
同
行
政
相
談
所
L

を
開
設

し
ま
す
。

こ
の
合
同
相
談
所
で
は
、
不
動
産

に
関
す
る
畳
記
・
税
金
・
建
築
・
農

地
等
の
疑
問
な
ど
白
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
と
き

5
月
H
日

ω午
前
山
時

1
午
後
3
時

守

と

こ
ろ

リ
ヴ
ィ

ン
上
田
5
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
川
地
区
公
民
館

串
明
@
1
6
8
2
)

よ
園
ゥ
・
4
1キ
ン
グ
協
会
軍
務
局
踊
叫
@
0
2
4
6
)

闘
よ
図
市
体
育
健
全
府
盟
国
9
4
0
0
)

マ
と
き

5
月
凶
日
制
午
前
9
時

加
分
1
(
ス
タ
ー
ト
は
9
時
叫
八
万
)

マ
と
こ
ろ
塩
田
自
然
運
動
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
コ
l
z
①
鴻
ノ

県
A
コ
1
ス

(6
h
)

②
鴻
ノ
県

B
コ
l
ス

(
M
M
)

③
御
柱

・
回

周
コ
l
ス

(日
回
)

マ
対
象
小

堂
生
以
上
白
か
た
マ
参
加

料

小

・

中
学
生
5
0
0円、

一
般
1
0
0
0

円
マ
持
ち
物

昼
食
、
位
み
物
、

( 

園
、
県
、
市
な
ど
が
行
っ
て
い
る

仕
事
へ
の
要
望
や
苦
情
、
意
見
な
ど

を
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
、

そ
申
解
決
や
実
現
を
図
る
の
が

「行

政
相
談
」
の
目
的
で
す
。

行
政
相
談
委
只
は
、
総
務
大
臣
白

委
嘱
を
畳
け
、
第
三
者
的
立
場
か
ら

公
正
な
判
断
を
行
い
、

「
住
民
と
行

政
由
パ
イ
プ
役
」
と
し
て
相
談
に
応

じ
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
諮
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

マ
と
き
毎
月
第
二
月
曜
日
午
前

凶
時
1
午
後
3
時

マ

と
こ
ろ

上

岡
市
福
祉
会
館
l
階
会
議
室

四五

一
町

農
院

園

睦寸

「

|

|

圃
名
釦
一章
一叩

τ

泊
l

色氏
情

』
』
空

圃
圃

@1466 

@6779 

@4936 

靖子

北)

宮沢由具
(下之条)

11上美保子
(染 屋)

関
(堀

塩田
(醐

毎
年
5
月
初
日
は
、

「
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
の
日
」
で
す
。
昨
年
ま
で
、

一

斉
行
動
日
に
市
内
全
域
で
自
治
会
を

中
心
と
し
た
空
き
缶
拾
い
な
ど
の
美

化
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
地
区
別
に

3
回
に
分
け
て
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

(右
下
表
)
。

皆
さ
ん
曲
極
的
に
書
加
し
ま
し
ょ
う
。

「自
分
だ
け
は
」
と
か

「少
し
ぐ

ら
い
な
ら
」
と
安
易
に
考
え
て
も
、

皆
さ
ん
が
道
路
や
河
川
敷
に
捨
て
る

と
ご
み
は
大
量
に
な
り
ま
す
。
不
法

投
棄
は
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
ル
!
ル
に

従
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

} 
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神I11、
豊廠

甑
鼠
辺

南
西
川

部
央
尻
回

東
中
塩
果

F F哩費国)
北部、塩田、
川西

城下、
神科、

5月19目
四

5月26日
間

6月2日
間

語
憶
障
撞
着
の
一
』

t

一鉱
鷹
跡
事
の
-
厳
密
想

福
祉
隈
骨
場
5
1
3
0
)

マ
対
量
(
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
か
た
)

①
市
内
在
住
で
下

肢
・
体
幹
・
視
覚

・
腎
臓
の
機
能
障

害
で
身
体
障
害
章
子
眼
l
級
・
2
級・

3
級
の
認
定
を
畳
け
て
い
る
邸
歳
未

満
由
か
た
②
前
年
由
所
得
税
額
が

日
万
円
以
下
の
世
帯
の
か
た
マ
対

車
工
事
泌
場
・
台
所
・
洗
面
所
・

玄
関

・
階
段
な
ど
の
整
備
で
、
身
体

障
害
者
が
常
時
使
用
す
る
も
の
に
限

り
ま
す

(工
事
由
規
模
は
、
住
宅
の

一
部
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
身
体

障
害
者
由
利
使
を
図
れ
る
程
度
白
も

白
と
し
、
住
宅
の

一
部
改
築
や
改
造

に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
工
事
は
含
み

ま
せ
ん
)。

ま
た
、
工
事
は
着
工
か

ら
完
了
ま
で
の
期
聞
が
8
月
l
日

;

来
年
3
月
別
日
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で

す

マ

補
助
限
度
額

卯
万
円

(
介
護
保
険
法
に
よ
り
住
宅
改
修
費

の
給
付
を
畳
け
る
か
た
は
初
万
円
)

マ
申
し
込
み

6
月
H
日
幽
ま
で



芭』

-M閉幕
北
次

-
y
御
正

-

背

木

消

子

容

働

移

雌

漉

井

誠

温

海

成

治

山
偏
ふ
じ
よ

三
浦

玄

線

市

対

柴

釜
土
直
人

佐
藤
さ
か
え

小
林
+
木
製

中
沢
け
さ
い

小

林

守

三
井

治

郎

省
証
う
@
の

wm
山

俊

列

写真家・立木義浩講演会
上田写真空ラフ (目1Im8966l

上回ロケ睦画 「おようJのスチール写真撮
艇も手がりた上回ゆかりの写真家・立木軽活

さんの!II漬舎です.

bと き 5月18日I:IJ午後l時30分~
bところ 上則市文化会曲
1>内 容揖前 「写真気44J(作品を上映)
1>定 員 5田名
1>入渇料無料

O 

に
福
祉
蝶
へ
。
中
鯖
轡
類
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
白
で
、
事
前
に
福
祉
課

ま
で
ご
辿
結
く
だ
さ
い

市
役
所

・
し
な
の
鉄
道
上
回
駅
・
上

回
創
造
館
に
設
置
し
て
あ
る
自
動
交

付
機
で
、
土
、
日
曜
日
も
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

() 

こ
の
税
金
は
、
毎
年
4
月
l
日
現

在
で
、
軽
自
動
車

・
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
か
た
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
お
手
元
に
届
け
ら
れ
る
納

税
通
知
書
に
よ
り
、
お
近
く
の
金
融

機
関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
(
口

座
振
替
の
か
た
は
、
指
定
口
座
か
ら

5
月
む
日
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
}。

な
お
、
領
収
書
に
は

「納
税
鉦
明

智
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
車

検
を
畳
け
る
車
両
に
つ
い
て
、
検
査

の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

軽
自
動
車
税
。
市
税
務
課
税
制
保

自
動
車
説
上
小
地
方
事
務
所

税
務
課

平
成

H
年
度

(平
成
時
年
分
)
白

「所
得
旺
明
暫
」
『
市
県
民
説
由
説
額

旺
明
轡
」
の
発
行
は
、

6
月
3
日
間

(自
動
交
付
機
は

6
月
l
自
由
)
か

ら
行
い
ま
す
。

市
民
カ
l
ド
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

83 87 69 18 87 78 85 79回 7987 79 68 89 71 80朗
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山

間

上
常
川

上
極
侃

秋

和
愛
宿
町

銀
筋
形

八
木
沢

続

問
中
吉
町

浦

野

下
之
条

H

何
本
町

新

町
伊
野
山

川
辺
町

良

平

常
鱈
町

下
町
温
凪

下
本
郷

下
宅
賃

金

弁

銀
筋
形

・
属
医
町

税
務
銀
嗣
窃
E
1
1
6
)

よ
小
地
方
.. 務
所
税
紡
隈

嗣
曙
W
7
'
'
7
⑮
7
'
'
S
}

平
成
H
年
度
の
軽
自
動
車
税

・
自

動
車
税
白
納
期
限
は

5
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保健ガイド
.ポリオ予防接種(集団接種)[前期]

平成13年7月1日-12月31日生まれのお子さん

平成13年6月30日以前の生まれで来接種のお干
さん(ただし、 7罵6か月来高)

※上国市に位畏震があるかた または外園人盆録をしているかたが対象

じ〉日程 右上査のとおり b憂付時間 午桂I時30
分-2時10分(時間厳守) 1>投与方法 6週間以上
の間隔をおいて 2回飲みます 1>持ち物母子健康手

帳、予診察(赤ちゃん手帳白中に入っています白で体

温以外は記入してお持ちください) 1>注意事項 ① 

体温は会場で測定し予診察に記入してください ②治

療中または緩過をみている病気がある場合には主治医

に前もって相談し、診断書または意見容をもらってく

ださい〈当日接種医が書考にして接種目可否を決めま

すので、接種できない場合もあります) ③生ワクチ

ン〔麻しん、風しん等〉接種桂は4週間以上、不活化

ワクチン(三種混合等〉接種佳は l週間以上経過して

から受けてください ④対皐地区白日程で都告が悪い

昔、上田城跡のすく下まで干曲i1Iがimnておリ、上
田城跡の崖(河岸段丘)は「電与請」と呼ばれていま

した。

平成3年に策定された上回城跡整備基本計画の中で

も、尼ヶ淵帯は 『城を感じるまちっくり』にとって

きわめて重要在地域としており、上田城跡止園の整備

は、この南側帯を城の前庭と防空間、右四ヶ淵

を一望できる空間となるように計画しました。

当初の公園計画は、千也川をイメ ジし、大きな池

を配置する計画でしたが、上回城跡公園は防災公園と

して位置づけられ、上田市地場防災計画でも広峨の一

時避難地になったこと力、ら、特に市民力、ら要望の多い

芝生広場に変更し、更に若い人たちから要望があった

喜邑的広場や幼児用遊具等を計画に加えました。

この度、芝生広場(芝生の棋が張る8月に利用可能)

G U D 

場合には別四日程で畳けてください 1>問い合わせ

健康推進諜(固@8244)
・ポリオ予防接種目程表

塩田母子健康センター

川西社会福祉センタ

• r痴ほう」についての相談会

E 

「痴ほう」のかたの介護方法等でお悩み白介護者の

かた、お気軽にご相談ください。

1>とき 5月22日制午後 l時10分-5時 1>ところ
市役所南庁舎1階苅齢者介護課 1>定員若干名

1>相露首担当 期内静子さん(グループホーム「せせら

ぎ」 ・看護相談室 「せせらぎ」代表、元国立小楕療聾

所痴ほう性老人病棟副婦長) 1>申し込み m話で予
約を1>問い合わ世 高齢者介護課(固⑫4100困1616)

-多目的広場・駐車場 ・遊書道の一部・幼児用スプリ

ング遊具等の広場 ・あずまやが完成しました。

今年度は、 トイレの改築 ・災害時用の備蓄倉庫等の

建設を行い、来年度には植栽等すべての工事を完成さ

せる予定です。

勇将真田氏のロマンが香るこa)l.u.園を、皆さんもぜ

-芝生広樹(野外ステ クとしても利用できる芝生広樹

含む)

・3on 3パスケット ・スケートボード等の多目的広場

・駐車場(パス8台・乗用車90台分)
・防災用情曹倉庫と公園管理棟、 トイレ、あずまや、照

明施設

・遊歩道
・幼児用スプリノグ遊具等の広場

-問い合わせ

14.丘1[12) 
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